
農業政策課

企画・試験研究調整担当

4031

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B8
埼玉農産物の魅力再発見食育推進事業 農業費 農業振興費 農政推進対策費

なし 挑戦項目

分野施策 010204 生涯を通じた健康の確保

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

 

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 2,000 1,000 1,000 2,000

前年額 0 0

平成29年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

事 業
期 間

平成29年度～ 根 拠
法 令平成33年度

　本県農林産物に関わる地域の関係者と連携し、県民に
農林業体験機会や県産農林産物の調理・加工等の体験機
会の提供等をすることにより、地域農林業や食への理解
の促進と県産農林産物の消費拡大を図る。
　(1) 子育て世代の親子への農林業体験、料理講習会
　　　等の実施　　　　　　　　　　　　1,050千円
　(2) 学校での県産茶を通じたお茶育授業の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　950千円

（１）事業内容
　ア　子育て世代の親子への農林業体験、料理講習会等の実施　　1,050千円
　　　子育て世代の親子向けに農林業体験や県産農産物を使った料理講習会等を実施する(年5回)。
　イ　学校での県産茶を通じたお茶育授業の実施　　　　　　　　　950千円
　　　関係団体と連携し、狭山茶など埼玉のお茶を使ったお茶育授業を行う(年20回)。

（２）事業計画
　ア　子育て世代の親子への農林業体験、料理講習会等の実施
　　　受講した子供を「埼玉キッズ野菜ソムリエ(仮)」等に認定し、学校や家庭で県産農産物の良さや
　　食の大切さを広める。
　イ　学校での県産茶を通じたお茶育授業の実施
　　　授業を受けた児童・生徒を「埼玉キッズ茶ムリエ(仮)」に認定し、県内小中学校にお茶育授業を広め、
　　狭山茶などのファンを育成する。

（３）事業効果
　　地域農林業や食への理解の促進と県産農林産物の消費拡大

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　ア　子育て世代の親子への農林業体験、料理講習会等の実施
　　　農林業体験機会を提供している団体、埼玉県農林公社、服部栄養専門学校及び野菜ソムリエと連携
　イ　学校での県産茶を通じたお茶育授業の実施
　　　関係団体と連携

　(1) (国1/2・県1/2)
　(2) (国1/2・県1/2)

　9,500千円 × 0.6人 ＝ 5,700千円

前年との
対比

― 農林部 B8 ―
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